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Ξスϛック⡴NB 211

株式会社ダイフレックスコスミック事業部は、長年にわたる研究開発により高強度で高耐久の超速
硬化ウレタンの先駆者として塗膜防水材を市場に供給してまいりました。
この度、高性能の手塗ウレタン塗膜防水材「アスミックNB」を開発しました。

〈アスミックNBの特長〉
●機械施工による超速硬化ウレタン塗膜防水材でしか得られなかった高物性を実現。
● JIS A6021 建築用ウレタン塗膜防水材の高強度形と高伸張形の物性を保有。
●特定化学物質無配合。
●トルエン・キシレン無配合（TXフリー）。
●ノンブリード型のため高耐候な防水層を形成。

アスミックNBと各種下塗り材や上塗り材および通気緩衝シートや補強布（クロス）との組合せによ
り、様々な防水下地や使用用途に対応した高機能の防水層を提供できます。

高 伸 張・高 強 度ウレタン塗 膜 防 水 材
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高い
耐久性

●駐車場防水用途にも適応
●水や温水浸漬でも
劣化が少ない

手塗施工

●超速硬化ウレタンスプレーの
ような飛散養生が不要

特化則
対応

●特定化学物資を含まない

ブリード
抑制

●トップコートの耐久性向上
●アスファルト低留分の
上昇抑制

JIS認証

●高伸張形・高強度形の
両方に適合
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通気؇ি法 ີ着法

押えコンクリート下地 コンクリート下地 露出アスファルト下地 塩ビシート下地 ゴムシート下地

通気性Λ༗͢ΔγートΛશ
໘着্ͤͨ͞ʹϨλンృ
ບ水Λృ布͢Δ水法ɻ
ΕͷݪҼͱͳΔԼ水
ʢ水蒸気ʣΛ通気ͤ͞、気
͔Βഉग़͠、Εʹ͍͘ߏ
Ͱ͢ɻ
·ͨ、γートͷ؇িޮՌʹΑ
ΓԼクラックͷڍಈʹै
͠、水層͕ഁஅ͠ʹ͍͘ߏ
Ͱ͢ɻɹ⾣ৄࡉ14ϖーδ

ԼʹϨλンృບ
水ࡐΛృ布͢Δ水法
Ͱ͢ɻ
࿐ग़法ͷΈͳΒͣ、ೲ·
Γͷྑ͞ͱ水・Թ水性
Λੜ͔ͨ͠ڱখ෦Ґෳࡶ
ͳܗঢ়෦Ґ、͓ Αͼࣨ
水ͷԡ͑コンクリートΛ
͍ߴ性ͷٱʹ్༺͢ࢪ
水層Λ࣮͠ݱ·͢ɻ

12ϖーδࡉৄ⾣

࿐ग़ΞスフΝルト水層Լ
ʹϨλンృບ水ࡐ
Λృ布͢Δ水法Ͱ͢ɻ
ΞスフΝルトͱͷ着性ͱԾ
水ػΛ༗ͨ͠ΞスフΝル
トϨλンʮΞスϛックΞンμ
ーʯʹ Αͬͯ、طଘͷ࿐ग़Ξ
スフΝルト水層ͱγームϨ
スͳϨλンృບ水層͕
Ұ体Խ͠、ෳ߹తͳ水層
ͱͳΓ·͢ɻ⾣ৄࡉ7ϖーδ

ԘϏγート水層Լʹ
Ϩλンృບ水ࡐΛృ
布͢Δ水法Ͱ͢ɻ
ԘϏγートͱͷ着性Λ༗
ͨ͠ϓラΠマーʹΑͬͯ、ط
ଘͷԘϏγート水層ͱγ
ームϨスͳϨλンృບ
水層͕Ұ体Խ͠、ෳ߹తͳ
水層ͱͳΓ·͢ɻ

8ϖーδࡉৄ⾣

ゴムγート水層Լʹ
Ϩλンృບ水ࡐΛృ
布͢Δ水法Ͱ͢ɻ
ゴムγート͓Αͼゴムγー
ト༻トッϓコートͱͷ着性
Λ༗ͨ͠ϓラΠマーʹΑͬ
ଘͷゴムγート水ط、ͯ
層ͱγームϨスͳϨλン
ృບ水層͕Ұ体Խ͠、ෳ
߹తͳ水層ͱͳΓ·͢ɻ

9ϖーδࡉৄ⾣

アスミック⡴工法一覧

法ྨ ద༻Լ͓Αͼ༻్ 通気؇িγート
छผ

補強布
ʢクロスʣ༗ແ

ฏۉృບް
ʢᶱʣ 法໊

࿐ग़༷

ฏ

࿐ग़ΞスフΝルト水 ʕ ʕ
2.0 Aʵ20A

3.0 Aʵ30A

ԘϏγート水 ʕ ʕ
2.0 Aʵ20E

3.0 Aʵ30E

ゴムγート水 ʕ ʕ
2.0 Aʵ20G

3.0 Aʵ30G

FRP水 ʕ ʕ
2.0 Aʵ20F

3.0 Aʵ30F

ԡ͑コンクリート
༷

コンクリート ʕ ʕ

2.0 Aʵ20P

3.0 Aʵ30P

3.0 Aʵ30D

4.0 Aʵ40P

্ཱΓ

Ϟルλル
ʢࣨ水ʣ ʕ

ʕ
2.0 ATʵ20P

3.0 ATʵ30P

CMクロス
2.0 ATʵ20CP

3.0 ATʵ30CP

࿐ग़༷

コンクリート ʕ
ʕ 2.0 ATʵ20

CMクロス 2.0 ATʵ20C

࿐ग़ΞスフΝルト水 ʕ
ʕ 2.0 ATʵ20A

CMクロス 2.0 ATʵ20AC

ԘϏγート水 ʕ
ʕ 2.0 ATʵ20E

CMクロス 2.0 ATʵ20EC

ゴムγート水 ʕ
ʕ 2.0 ATʵ20G

CMクロス 2.0 ATʵ20GC

FRP水 ʕ
ʕ 2.0 ATʵ20F

CMクロス 2.0 ATʵ20FC

ࣄஙݐڞެ
ඪ४༷

ฏ
コンクリート

CAマットSB ʕ 3.0 ABXʵ1

CMマットK ʕ 3.0 AKXʵ1

ʕ CMクロス 3.0 AXʵ2

্ཱΓ ʕ CMクロス 2.0 ATXʵ2

࿐ग़༷

ฏ

コンクリート
ʢԡ͑コンクリートʣ

CAマットSB ʕ
2.0 ABʵ20

3.0 ABʵ30

CMマットK ʕ
2.0 AKʵ20

3.0 AKʵ30

CM通気クロス ʕ
2.0 AWʵ20

3.0 AWʵ30

コンクリート ʕ

ʕ
2.0 Aʵ20

3.0 Aʵ30

CMクロス
2.0 Aʵ20C

3.0 Aʵ30C

্ཱΓ コンクリートຢϞルλル
ʢطଘఫޙڈʣ ʕ

ʕ 2.0 ATʵ20

CMクロス 2.0 ATʵ20C

アスミック⡴工法記号説明

ްΈ
20ɿ2.0ᶱ
30ɿ3.0ᶱ

補強布ʢクロスʣ
ͳ ɿ͠クロスͳ͠
CɿクロスೖΓ

อޢ層छྨ
EHɿறंχート্
Pɿコンクリートԡ͑
Dɿஅࡐコンクリートԡ͑

水ࡐྉछྨ
AɿΞスϛックNB

෦Ґ
ͳ ɿ͠ฏ
Tɿ্ཱΓ

通気؇িγートछผ
BɿCAマットSB
KɿCMマットK
̬ɿCM通気クロス

Լछྨ
ͳ ɿ͠コンクリート Gɿゴムγート
Aɿ࿐ग़ΞスフΝルト FɿFRP水
EɿԘϏγート

AT B －20 AC D工法

アスミックNB

߹ൺ ओࡎɿߗԽ1ʹࡎɿ1ʢॏྔൺʣ

ಛɹ

ओࡎͱߗԽࡎΛࠞ߹֧፩ͯ͠水層Λܗ͢Δ2
ӷԠܗϊンブリーυͷΧラーϨλンɻ

ߴ強ܗͷ強Ͱߴͭ৳ுܗͷ৳ͼΛ༗ͨ͠
水性・ٱ性ʹ༏ΕͨϨλンృບ水ࡐͰ͢ɻ

アスミックNB立上り用

߹ൺ ओࡎɿߗԽ1ʹࡎɿ1ʢॏྔൺʣ

ಛɹ

ओࡎͱߗԽࡎΛࠞ߹֧፩ͯ͠水層Λܗ͢Δ
2ӷԠܗϊンブリーυͷΧラーϨλンɻ
ͨΕ߅性ʢチクι性ʣ͕͘ߴ、ཱ ্Γ໘Ͱμ
Ϩʹ͘͘ ްΈΛ֬อͰ͖·͢ɻ
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・ߴு৳ߴ 強ܗϊンブリーυϨλンృບ水ࡐ Ϩ λ ンʴΞ スフΝルト ϋ Πブリッυ ృ ບ ࡐ

アスミック
⡴NB アスミック

⡴

アンダー
ΞスϛックNB、ۀքॳ JIS A 6021 ͷߴ৳ுܗͷ৳ͼͱߴ強ܗͷ強Λͨͬ࣋手ృλΠϓͷಛ定Խֶ࣭Λؚ·ͳ͍
༷ͳ͍ϊンブリーυλΠϓͷͨΊ、࿐ग़͠༺ͨͬ͘·ΛࡎΕ͍ͯΔՄ઼͞༺ʹͰ͢ɻ൚༻తࡐங༻Ϩλンృບ水ݐ
Ͱͷトッϓコートͷٱ性Λ֨ஈʹ向্ͤ͞、ൃ๐ポリスチϨンஅࡐΛ৵͠·ͤΜɻ·ͨΞルΧリԹ水ʹରͯ͠༏Εͨ
ٱ性Λࡐͨͬ࣋ྉͳͷͰ、൚༻ͷϨλンృບ水ࡐͰద༻Ͱ͖ͳ͍༷ʑͳ෦Ґ༻్ʹରԠͰ͖·͢ɻ

ैདྷ࿐ग़ΞスフΝルト水ΞスフΝルトコンクリートͳͲͷΞスフΝルトܥԼͷ߹、Ϩλンృບ水ࡐΛృ布͢
Δ͜ͱ͕ग़དྷͣ、ポリマーηϝントϞルλルͳͲʹΑΔԼॲཧʢઈԑॲཧʣ͕ඞཁͰͨ͠ɻ͔͠͠ͳ͕Β、Թ্ঢʹ͍
ೈԽ͢ΔΞスフΝルトԼʹର͠、߶性ͷ強͍ポリマーηϝントϞルλルͷ層ؒͰണ͢Δྫࣄݟड͚ΒΕ·͢ɻ
ΞスϛックΞンμー性Λ༗ͨ͠性ঢ়ͷͨΊ、ΞスフΝルトͷԹมԽʹΑΔೈԽ੬Խʹै͠·͢ɻ
Ϩλンృບ水ࡐͱશʹҰ体Խ͢Δࠓ·Ͱʹͳ͍Ϩλン +ΞスフΝルトͷϋΠブリッυృບࡐͰ͢ɻ

耐飽和アルカリ温水（60℃）浸漬試験結果
Ұൠతͳ൚༻ 2ӷϨλンͱΞスϛックNBͷࢼڙ体Λ 60ˆͷ水ࢎԽ
Χルγムͷ༹ӷʹਁ௮ͤͯ͞性ͷมԽΛଌ定ͨ͠ɻ
ͦͷ݁Ռ、2ϲ݄ܦաͨ࣌͠Ͱॳظʹର͠൚༻ 2ӷϨλン、
Ҿு強Ͱ 41ˋ、Ҿ྾強Ͱ 56ˋʹԼ͕ͨ͠ΞスϛックNB、
Ҿு強Ͱ 96ˋ、Ҿ྾強Ͱ 86ˋͷ性Λอ͍ͨͯ࣋͠ɻ
ΞスϛックNBͷΞルΧリԹ水ʹର͢Δٱ性͕֬ೝͰ͖ͨɻ

促進耐候性試験結果
Ұൠతͳ൚༻̎ӷϨλンͱ、Ξスϛック̣̗ ࣹࣹృྉʮコスߴʹ
ϛック・トッϓ UVʯͷラΠトάϨーΛ 0.2kg/ᶷΛృ布ͨ͠ࢼڙ体Λࢼ
ɻಉͨ͠ݧ ト͡ッϓコートΛࢼڙͨ͠༺体Ͱ、൚༻̎ӷϨλン
 Ͱ৭ࠩมԽ᷎ؒ࣌̚300 ͕ 2.0ۙ͘มԽ͍ͯ͠Δͷʹର͠、Ξスϛッ
ク̣̗  Ͱ৭ࠩมԽ᷎ؒ࣌̚400 ͕ 0.5ͱม৭͍͜͠ͱ͕֬ೝ
͞Εͨɻ
൚༻̎ӷϨλン300ؒ࣌Ͱ 60˃ޫ อ͕࣋ 90ˋΛԼճΔͷ
ʹର͠、Ξスϛック̣̗  ͕࣋Ͱޫอؒ࣌400 90ˋͱͳͬͨɻ
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60° 光沢保持率（％） 色差変化（⊿E）

基本物性（代表値）
項目 温度（℃） アスミック NB

建築用ウレタン塗膜防水材 JＩS A 6021：2011 規格
高伸張形 高強度形

Ҿு強ʢN／Ὼʣ

23 12.5 2.3Ҏ্ 10.0Ҏ্

ʵ20 23.8 2.3Ҏ্ 10.0Ҏ্

60 8.3 1.4Ҏ্ 6.0Ҏ্

৳ͼʢˋʣ 23 710 450Ҏ্ 200Ҏ্

ுੵʢN／ᶱʣ߅ 23 1780 280Ҏ্ 700Ҏ্

Ҿ྾強ʢN／ᶱʣ 23 39 14Ҏ্ 30Ҏ্

ʢλΠϓߗ Aʣ 23 67 ʵ ʵ

アスファルト系下地への接着性
࿐ग़ΞスフΝルト水ʹృບ水Λృ
布͢Δࡍʹ定͞ΕΔΞスフΝルトܥԼ
ʹରͯ͠ͷΞスϛックΞンμーͷ着ྗΛ
180 ˃ͨ͘͠ࢪ࣮ͯʹݧࢼɻ
݁Ռ、ൺֱͱͯ͠ݧࢼΛͨͬߦ水ࣄ༻
ΞスフΝルト 3छͱಉͷ着ྗ͕֬ೝ͞
Εͨɻ
·ͨ࠭ルーフィンάԼʹରͯ͠、࠭
Λݻ着͍ͯ͠ΔルーフィンάͷΞスフΝルト
コンύンυ·ͰྲྀΕࠐΈ着͍ͯ͠Δ͜
ͱ͕֬ೝ͞Εͨɻ

アスファルト系下地とアスファルト及びアスミックアンダーとの接着性能比較 ʢ強ɿN／ 25ᶱʣ

Լ アスファルト
プライマー

防水工事用
アスファルト３種

砂付
ルーフィング

ࣸਅ

্ృ ΞスフΝルト
3छ

Ξスϛック
Ξンμー

ΞスフΝルト
3छ

Ξスϛック
Ξンμー

ΞスフΝルト
3छ

Ξスϛック
Ξンμー

強 21 36 34 22 27 24

ޙݧࢼ
ࣸਅ

アスミックアンダーへの接着性
࿐ग़ΞスフΝルト水ʹ͞ࢪΕͨΞス
ϛックΞンμーͱΞスϛック̣̗ ͱͷ着ྗ
Λ 180 ˃ͨ͘͠ࢪ࣮ͯʹݧࢼɻ
ൺֱͱͯ͠ݧࢼΛͨͬߦ水ࣄ༻Ξス
フΝルト̏ छ͓ΑͼΞスフΝルト׆ܥ性ࡐʹ
ର͢ΔΞスϛック̣̗ ͱͷ着ྗಉҰࢼ
ɻͨ͠ࢪΛ࣮ݧ
ͦͷ݁Ռ、水ࣄ༻ΞスフΝルト̏छ
ΞスフΝルト׆ܥ性ࡐʹΞスϛック̣̗ 、
શ͘着͠ͳ͍͕ΞスϛックΞンμーʹର
ͯ͠、൚༻Ϩλンృບ水ࡐͱಉͷ
着ྗ͕֬ೝͰ͖ͨɻ

アスファルト系調整材とウレタンゴム系塗膜防水材との接着性能比較 ʢ強ɿN／ 25ᶱʣ

Լ 防水工事用
アスファルト３種

アスファルト
活性材

アスミック
アンダー

ࣸਅ

্ృ ΞスϛックNB ΞスϛックNB ΞスϛックNB

強 0 9 121

ޙݧࢼ
ࣸਅ

耐候性比較（光沢保持率／色差変化）耐飽和アルカリ温水（60℃）性能比較
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各種露出防水改修工法

ैདྷͷ൚༻Ϩλンృບ水Ͱطଘ͕࿐ग़ΞスフΝルト水ͷ߹、͢ࢪΔ͜ͱ͕ग़དྷ·ͤΜͰͨ͠ɻ
ΞスϛックͰͷ࿐ग़ΞスフΝルト水վम法、ৗԹࢪͷృບࡐͰ͋Γͳ͕ΒΞスフΝルトܥͷԼʹ着͢ΔʮΞスϛッ
クΞンμーʯͱϊンブリーυλΠϓͷߴ৳ுߴ・ܗ強ܗϨλンృບ水ࡐʮΞスϛックNBʯߴ、 ࣹࣹͰͭӅณ性
ʹ༏Εͨʮコスϛック・トッϓUVʯͱͷ߹ͤʹΑͬͯ、࿐ग़ΞスフΝルト水層͕શγームϨスͳϨλンృບ水ʹੜ·
ΕมΘΓ·͢ɻ

法͕ҰൠతͰ͢ɻ定ʹͯվम͢Δݻցػ、৽ͨʹԘϏγートΛࣄଘ͕ԘϏγート水ͷ߹ͷ水վमط
ͦͷ߹、طଘͷԘϏγートػցݻ定࣏۩ͷઃஔʹ͍؏通͞Ε水ػΛՌͨ͞ͳ͘ͳΓ、৽ͨʹ͢ࢪΔԘϏγート୯体
ͷ水ػͱͳΓ·͢ɻ͜Εʹର͠ΞスϛックԘϏγートվम法、طଘͷԘϏγート水層ͷܦྼԽʹΑΔ߹ഁஅണ
෦ʹΞスϛックϨλン水ॆ͕ࡐర・補強͞Ε·͢ɻطʹߋଘͷԘϏγート水層ͱҰ体Խͨ͠Ξスϛックృບ水層͕Φー
όーϨΠ͞ΕΔ͜ͱͰ、৴པ性ͷ͍ߴγームϨスͳ水層ʹੜ·ΕมΘΓ·͢ɻ

露出アスファルト防水改修工法 塩ビシート防水改修工法

A－20A工法（平場） AT－20A工法（立上り）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚 工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 ΞスϛックΞンμー 0.4ʙᶵ／ᶷ

2ᶱ

1 ΞスϛックΞンμー 0.3ʙᶵ／ᶷ

2ᶱ2
ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ɹ
ʢδϣΠント෦૿͠ృʣ 0.2ᶵ／ᶷ

2 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 1.2ᶵ／ᶷ
3 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 1.2ᶵ／ᶷ

3 ΞスϛックNB 1.2ᶵ／ᶷ 4 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ
4 ΞスϛックNB 1.2ᶵ／ᶷ
5 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ

A－30A工法（平場） AT－20AC工法（立上り）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚 工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 ΞスϛックΞンμー 0.4ʙᶵ／ᶷ

3ᶱ

1 ΞスϛックΞンμー 0.3ʙᶵ／ᶷ

2ᶱ
2

ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ɹ
ʢδϣΠント෦૿͠ృʣ 0.2ᶵ／ᶷ

2 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 0.4ᶵ／ᶷ
3 CMクロス 1.1m／ᶷ

3 ΞスϛックNB 1.8ᶵ／ᶷ 4 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 1.0ᶵ／ᶷ
4 ΞスϛックNB 1.8ᶵ／ᶷ 5 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 1.0ᶵ／ᶷ
5 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ 6 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ

A－20E工法（平場） AT－20E工法（立上り）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚 工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 コスϛック・ϓラΠマー E 0.15ᶵ／ᶷ

2ᶱ

1 コスϛック・ϓラΠマー˞ 0.2ᶵ／ᶷ

2ᶱ2
ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ɹ
ʢδϣΠント෦૿͠ృʣ 0.2ᶵ／ᶷ

2 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 1.2ᶵ／ᶷ
3 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 1.2ᶵ／ᶷ

3 ΞスϛックNB 1.2ᶵ／ᶷ 4 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ
4 ΞスϛックNB 1.2ᶵ／ᶷ ˞ϓラΠマーԼঢ়گʹΑΓબ定͍ͯͩ͘͠͞ɻ

5 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ

A－30E工法（平場） AT－20EC工法（立上り）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚 工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 コスϛック・ϓラΠマー E 0.15ᶵ／ᶷ

3ᶱ

1 コスϛック・ϓラΠマー˞ 0.2ᶵ／ᶷ

2ᶱ
2

ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ɹ
ʢδϣΠント෦૿͠ృʣ 0.2ᶵ／ᶷ

2 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 0.4ᶵ／ᶷ
3 CMクロス 1.1m／ᶷ

3 ΞスϛックNB 1.8ᶵ／ᶷ 4 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 1.0ᶵ／ᶷ
4 ΞスϛックNB 1.8ᶵ／ᶷ 5 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 1.0ᶵ／ᶷ
5 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ 6 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ

˞ϓラΠマーԼঢ়گʹΑΓબ定͍ͯͩ͘͠͞ɻ
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ैདྷ、طଘ͕ゴムγート水ͷ߹ͷ水վमࣄ、Ճེゴムγートͷ着ྗΛ֬อ͢Δ͜ͱ͕͘͠、Լͱͷ
着ྗ͕ྑͳ߹Ͱఫ͕ڈલఏͰͨ͠ɻδϣΠント෦Λ૿ృ͢Δ͜ͱͰラッϓ෦補強͞Ε、Ξスϛックృບ水層͕Φー
όーϨΠ͞ΕΔ͜ͱͰ、طଘͷゴムγートͱҰ体Խͨ͠、৴པ性ͷ͍ߴγームϨスͳ水層ʹੜ·ΕมΘΓ·͢ɻ

Ε͍ͯ·͕͢、ͦͷվमΛ͞༺࠾ͷϕランμཋࣨͷ水ʹैདྷΑΓFRP水͕ଟ͘ॅݐށ FRP水Ͱ͢ࢪΔ߹、
Γ·͢ɻͰ·ޙࢪࣄಛ༗ͷҟष͕水、͠ൃشதʹスチϨンϞϊマー͕ࢪ
·ͨ着ྗΛ֬อ͢ΔͨΊ、طଘ FRP水ͷද໘Λݚຏ͢ΔࡍͷคਖͷൃੜͳͲ、͠ॅډͳ͕Βͷվमʹ͓͍ͯコスϛック・ϓ
ラΠマーORද໘Λૈ͠͠ ͯਗ਼͢Δ͜ͱͰ、طଘ FRP水層ͱΞスϛックϨλン水層ͱΛҰ体Խͤ͞Δ͜ͱ͕ՄͰ
͋ΔͨΊ、্ࢪͷ੍Λ࠷খݶʹ͑Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

ゴムシート防水改修工法 FRP防水改修工法

A－20G工法（平場） AT－20G工法（立上り）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚 工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 コスϛック・ϓラΠマー E 0.15ᶵ／ᶷ

2ᶱ

1 コスϛック・ϓラΠマー˞ 0.2ᶵ／ᶷ

2ᶱ2
ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ɹ
ʢδϣΠント෦૿͠ృʣ 0.2ᶵ／ᶷ

2 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 1.2ᶵ／ᶷ
3 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 1.2ᶵ／ᶷ

3 ΞスϛックNB 1.2ᶵ／ᶷ 4 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ
4 ΞスϛックNB 1.2ᶵ／ᶷ ˞ϓラΠマーԼঢ়گʹΑΓબ定͍ͯͩ͘͠͞ɻ

5 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ

A－30G工法（平場） AT－20GC工法（立上り）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚 工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 コスϛック・ϓラΠマー E 0.15ᶵ／ᶷ

3ᶱ

1 コスϛック・ϓラΠマー˞ 0.2ᶵ／ᶷ

2ᶱ
2

ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ɹ
ʢδϣΠント෦૿͠ృʣ 0.2ᶵ／ᶷ

2 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 0.4ᶵ／ᶷ
3 CMクロス 1.1m／ᶷ

3 ΞスϛックNB 1.8ᶵ／ᶷ 4 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 1.0ᶵ／ᶷ
4 ΞスϛックNB 1.8ᶵ／ᶷ 5 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 1.0ᶵ／ᶷ
5 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ 6 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ

˞ϓラΠマーԼঢ়گʹΑΓબ定͍ͯͩ͘͠͞ɻ

A－20F工法（平場） AT－20F工法（立上り）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚 工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 コスϛック・ϓラΠマー OR 0.15ᶵ／ᶷ

2ᶱ

1 コスϛック・ϓラΠマー OR 0.15ᶵ／ᶷ

2ᶱ
2 ΞスϛックNB 1.2ᶵ／ᶷ 2 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 1.2ᶵ／ᶷ
3 ΞスϛックNB 1.2ᶵ／ᶷ 3 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 1.2ᶵ／ᶷ
4 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ 4 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ

A－30F工法（平場） AT－20FC工法（立上り）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚 工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 コスϛック・ϓラΠマー OR 0.15ᶵ／ᶷ

3ᶱ

1 コスϛック・ϓラΠマー OR 0.15ᶵ／ᶷ

2ᶱ

2 ΞスϛックNB 1.8ᶵ／ᶷ 2 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 0.4ᶵ／ᶷ
3 ΞスϛックNB 1.8ᶵ／ᶷ 3 CMクロス 1.1m／ᶷ
4 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ 4 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 1.0ᶵ／ᶷ

5 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 1.0ᶵ／ᶷ
6 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ
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断熱＋押えコンクリート

水層ʹԡ͑コンクリートΛଧઃ͢Δ߹ͷҰൠతͳ水༷、ΞスフΝルト水ͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ͠ ͔͠ΞスフΝルト
Մ઼性ͷ性ঢ়͔ΒՆظʹೈԽ͠、ྲྀ ಈ性Λͪ࣋、Լͱͷ着強ऑ·Γ·͢ɻͦ ͷͨΊԼ͔Βͷ水蒸気ʹΑΔ水層
ͷΕΛ͑ΔͨΊ、ԡ͑コンクリートͷՃॏʢްΈʣ͕ඞཁͱͳΓ·͢ɻ·ͨ、ཱ ্Γ෦Ͱ、自ॏʹΑͬͯμϨқ͘、ͦ ΕΛ
͢ࢭΔͨΊͷԡ͕͑ۚඞਢͱͳ͍ͬͯ·͢ɻΞスϛック水法、JIS A 6021 ߴ強ܗͷ性ͱ͍ߴΞルΧリԹ
水性ʹΑͬͯߴ、 Թ࣌ʹ͓͍͍ͯߴ着ྗΛอ࣋͠、長ظతʹ水性Λ୲อ͠·͢ɻۙ࠷Ͱੈ࣍লエωルΪーج४
ͷ߅ʹΑΓ、ҬผͰٻΊΒΕΔஅࡐͷް͕͞େ෯ʹް͘ͳΓ·ͨ͠ɻ

断熱＋押えコンクリート（押えコンクリート防水工法）

A－30D工法またはA－30P工法（平場）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 コスϛック・ϓラΠマー˞ 0.2ᶵ／ᶷ
3ᶱ2 ΞスϛックNB 1.8ᶵ／ᶷ

3 ΞスϛックNB 1.8ᶵ／ᶷ
˞ϓラΠマーԼঢ়گʹΑΓબ定͍ͯͩ͘͠͞ɻ

A－30CD工法またはA－30CP工法（平場）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 コスϛック・ϓラΠマー˞ 0.2ᶵ／ᶷ

3ᶱ
3 ΞスϛックNB 0.4ᶵ／ᶷ
4 CMクロス 1.1m／ᶷ
5 ΞスϛックNB 1.6ᶵ／ᶷ
6 ΞスϛックNB 1.6ᶵ／ᶷ

˞ϓラΠマーԼঢ়گʹΑΓબ定͍ͯͩ͘͠͞ɻ

AT－20工法（立上り）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 コスϛック・ϓラΠマー˞ 0.2ᶵ／ᶷ

2ᶱ
2 ΞスϛックNB্ཱΓ༻ 1.2ᶵ／ᶷ
3 ΞスϛックNB্ཱΓ༻ 1.2ᶵ／ᶷ
4 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ

˞ϓラΠマーԼঢ়گʹΑΓબ定͍ͯͩ͘͠͞ɻ

AT－20C工法（立上り）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 コスϛック・ϓラΠマー˞ 0.2ᶵ／ᶷ

2ᶱ

2 ΞスϛックNB্ཱΓ༻ 0.4ᶵ／ᶷ
3 CMクロス 1.1m／ᶷ
4 ΞスϛックNB্ཱΓ༻ 1.0ᶵ／ᶷ
5 ΞスϛックNB্ཱΓ༻ 1.0ᶵ／ᶷ
6 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ

˞ϓラΠマーԼঢ়گʹΑΓબ定͍ͯͩ͘͠͞ɻ

地域区分

A－30 D

外皮性能基準
Ҭ
۠

֎ൽฏۉ؏ྲྀͷج४
[W/(ᶷ・̺ )]

Aछԡ͠ग़͠法ポリスチϨン
フΥームอԹ൘3छްΈʢᶱʣ

1 0.46 60
2 0.46 60
3 0.56 50
4 0.75 40
5 0.87 35
6 0.87 35
7 0.87 35
8 ʵ ʵ

ॅͷʢվਖ਼ʣলエωルΪーج४ɹࠃަ通ہɹॅہ  平成 25 年 10 月 1 日施工

A－30 CD
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室内防水工法 密着工法

ैདྷͷࣨ水、ΞスフΝルト水Λޙͨ͠ࢪʹԡ͑コンクリートΛଧઃ͢Δ法͕΄ͱΜͲͰͨ͠ɻͦͷཧ༝ԡ͑コンク
リートʹؚਁͨ͠水͕、ס૩͢Δ͜ͱͳ͘水層ͷ্ʹৗ࣌ཹ͢Δ͔ΒͰ͢ɻ͕ͨͬͯࣨ͠水ͷ水層、コンクリートͷ
ΞルΧリؚ͕·Εͨ水Թ水ʹର͢Δ長ظͷٱ性͕ٻΊΒΕ·͢ɻΞルΧリԹ水ʹରͯ͠ٱ性ͷ͍ߴΞスϛックNB、
ࣨ水ͷࢪ性ͱ৴པΛߴΊ·͢ɻ

室内防水工法

便
所
・
湯
沸
室
等

A－20P工法（平場） AT－20P工法（立上り※）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚 工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 コスϛック・エコϓラΠマー 0.2ᶵ／ᶷ
2ᶱ

1 コスϛック・エコϓラΠマー 0.2ᶵ／ᶷ

2ᶱ
2 ΞスϛックNB 1.2ᶵ／ᶷ 2 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 1.2ᶵ／ᶷ
3 ΞスϛックNB 1.2ᶵ／ᶷ 3 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 1.2ᶵ／ᶷ

4 ΞスϛックϘンυ 0.25ᶵ／ᶷ

A－20CP工法（平場） AT－20CP工法（立上り※）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚 工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 コスϛック・エコϓラΠマー 0.2ᶵ／ᶷ

2ᶱ

1 コスϛック・エコϓラΠマー 0.2ᶵ／ᶷ

2ᶱ

2 ΞスϛックNB 0.4ᶵ／ᶷ 2 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 0.4ᶵ／ᶷ
3 CMクロス 1.1m／ᶷ 3 CMクロス 1.1m／ᶷ
4 ΞスϛックNB 1.0ᶵ／ᶷ 4 ΞスϛックNB্ཱΓ༻ 1.0ᶵ／ᶷ
5 ΞスϛックNB 1.0ᶵ／ᶷ 5 ΞスϛックNB্ཱΓ༻ 1.0ᶵ／ᶷ

6 ΞスϛックϘンυ 0.25ᶵ／ᶷ

浴
室
・
厨
房
・
貯
水
槽
等

A－40P工法（平場） AT－30P工法（立上り※）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚 工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 コスϛック・エコϓラΠマー 0.2ᶵ／ᶷ

4ᶱ

1 コスϛック・エコϓラΠマー 0.2ᶵ／ᶷ

3ᶱ
2 ΞスϛックNB 1.6ᶵ／ᶷ 2 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 1.2ᶵ／ᶷ
3 ΞスϛックNB 1.6ᶵ／ᶷ 3 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 1.2ᶵ／ᶷ
4 ΞスϛックNB 1.6ᶵ／ᶷ 4 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 1.2ᶵ／ᶷ

5 ΞスϛックϘンυ 0.25ᶵ／ᶷ

A－40CP工法（平場） AT－30CP工法（立上り※）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚 工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 コスϛック・エコϓラΠマー 0.2ᶵ／ᶷ

4ᶱ

1 コスϛック・エコϓラΠマー 0.2ᶵ／ᶷ

3ᶱ

2 ΞスϛックNB 0.4ᶵ／ᶷ 2 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 0.4ᶵ／ᶷ
3 CMクロス 1.1m／ᶷ 3 CMクロス 1.1m／ᶷ
4 ΞスϛックNB 1.5ᶵ／ᶷ 4 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 1.1ᶵ／ᶷ
5 ΞスϛックNB 1.5ᶵ／ᶷ 5 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 1.1ᶵ／ᶷ
6 ΞスϛックNB 1.4ᶵ／ᶷ 6 ΞスϛックNB ্ཱΓ༻ 1.0ᶵ／ᶷ

7 ΞスϛックϘンυ 0.25ᶵ／ᶷ
˞্ཱΓͷࠊ͕͞ߴนҎ্ͷ߹、ラスͱトンϘΛซ༻͍ͯͩ͘͠͞ɻ

A－20CP
A－40CP

A－20P
A－40P

Ұൠີ着法、コンクリートԼ໘ʹϨλン水層Λృ布͢Δ࿐ग़าߦ༻水法Ͱ͢ɻ
ೲ·Γͷྑ͞Λੜ͔ͨ͠ڱখ෦Ґෳࡶͳܗঢ়෦Ґ、طଘԼ͕Ϩλン水法ͷ߹ͷվमʹద͍ͯ͠·͢ɻ
ۙଠཅൃిΛ্ʹઃஔ͢Δέースଟ͘ͳΓ、水層ʹ長ظٱ性͕ٻΊΒΕΔ߹ଟ͘ͳ͍ͬͯ·͢ɻ
ΞスϛックNBͷߴٱ性、৽ங࣌ͷ水法ͱͯ͠࠷దͳ法Ͱ͢ɻΞスϛックNB、JIS A 6021 ͷߴ強ܗ性Λ
༗͍ͯ͠ΔͷͰ、補強布ʢクロスʣ͕ ແͯ͘ԼͷͻͼׂΕै性͕͋Γ·͢ɻ
法४උ͍ͯ͠·͢ɻͳΔ補強ͱ࣮֬ͳްΈΛ֬อ͢ΔͨΊʹ、補強布ʢクロスʣΛೖΕΔߋ

ཱ、通͢Δڞʹ法ͷ্ཱΓ෦法ͱ通気؇ি法、コンクリートԼͷฏͷີ着通্ཱΓڞ ্Γઐ༻ͷ法Ͱ͢ɻ
ϨλンృບࡐͷްΈ֬อ·ͨ補強ͷͨΊʹクロスΛซ༻͢Δ͜ͱՄͰ͢ɻ

一般密着工法

共通立上り工法

A－20工法（平場） A－20C工法（平場）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚 工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 コスϛック・ϓラΠマー˞ 0.2ᶵ／ᶷ

2ᶱ

1 コスϛック・ϓラΠマー˞ 0.2ᶵ／ᶷ

2ᶱ

2 ΞスϛックNB 1.2ᶵ／ᶷ 2 ΞスϛックNB 0.4ᶵ／ᶷ
3 ΞスϛックNB 1.2ᶵ／ᶷ 3 CMクロス 1.1m／ᶷ
4 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ 4 ΞスϛックNB 1.0ᶵ／ᶷ

˞ϓラΠマーԼঢ়گʹΑΓબ定͍ͯͩ͘͠͞ɻ 5 ΞスϛックNB 1.0ᶵ／ᶷ
6 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ

˞ϓラΠマーԼঢ়گʹΑΓબ定͍ͯͩ͘͠͞ɻ

A－30工法（平場） A－30C工法（平場）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚 工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 コスϛック・ϓラΠマー˞ 0.2ᶵ／ᶷ

3ᶱ

1 コスϛック・ϓラΠマー˞ 0.2ᶵ／ᶷ

3ᶱ

3 ΞスϛックNB 1.8ᶵ／ᶷ 2 ΞスϛックNB 0.4ᶵ／ᶷ
4 ΞスϛックNB 1.8ᶵ／ᶷ 3 CMクロス 1.1m／ᶷ
5 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ 4 ΞスϛックNB 1.6ᶵ／ᶷ

˞ϓラΠマーԼঢ়گʹΑΓબ定͍ͯͩ͘͠͞ɻ 5 ΞスϛックNB 1.6ᶵ／ᶷ
6 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ

˞ϓラΠマーԼঢ়گʹΑΓબ定͍ͯͩ͘͠͞ɻ

AT－20工法（立上り）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 コスϛック・ϓラΠマー˞ 0.2ᶵ／ᶷ

2ᶱ
2 ΞスϛックNB্ཱΓ༻ 1.2ᶵ／ᶷ
3 ΞスϛックNB্ཱΓ༻ 1.2ᶵ／ᶷ
4 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ

˞ϓラΠマーԼঢ়گʹΑΓબ定͍ͯͩ͘͠͞ɻ

AT－20C工法（立上り）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 コスϛック・ϓラΠマー˞ 0.2ᶵ／ᶷ

2ᶱ

2 ΞスϛックNB্ཱΓ༻ 0.4ᶵ／ᶷ
3 CMクロス 1.1m／ᶷ
4 ΞスϛックNB্ཱΓ༻ 1.0ᶵ／ᶷ
5 ΞスϛックNB্ཱΓ༻ 1.0ᶵ／ᶷ
6 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ

˞ϓラΠマーԼঢ়گʹΑΓબ定͍ͯͩ͘͠͞ɻ
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通気緩衝工法通気緩衝工法

ポリエステル不織布ͱ粘着ブチル͔Βߏ͞ΕΔ通気؇ি法ઐ༻γートͰ͢ɻ
ද層ͷಛघフィルムेͳᎢ水ޮՌ͕͋Γ、ࢪதͷ߱ӍʹӨڹΛड͚ʹ͘͘ ͳΓ·ͨ͠ɻ
不織布ͷॊೈ性ͱ粘着ブチルͷ着ྗʹΑΓ֤छԼʹೃછΈ͘͢、ߴ৳ு・ߴ強ͷΧラーϨλンʮΞスϛックNBʯ
ͱͷ߹ͤʹΑΓ、Լै性・通気性・ٱ性ʹ༏ΕͨϨλンృບ水層Λܗ͠·͢ɻ

CAマットSB　ストライプ粘着ブチル自着層付通気緩衝シート仕様

ϝッγϡδϣΠントテーϓ

躯体コンクリート

水蒸気

CAマットSB

PETフィルム

ガラスクロス／寸法安定性・補強

ポリエステル不織布／通気層、不陸調整

粘着ブチルゴム／自着層、長手方向通気層

AB－20工法（平場） AB－30工法（平場）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚 工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 コスϛック・ϓラΠマー˞ 0.2ᶵ／ᶷ

2ᶱ

1 コスϛック・ϓラΠマー˞ 0.2ᶵ／ᶷ

3ᶱ
2

CAマットSB
ϝッγϡδϣΠントテーϓ

1.0m／ᶷ
1.2m／ᶷ

2
CAマットSB
ϝッγϡδϣΠントテーϓ

1.0m／ᶷ
1.2m／ᶷ

3 ΞスϛックNB 1.2ᶵ／ᶷ 3 ΞスϛックNB 1.8ᶵ／ᶷ
4 ΞスϛックNB 1.2ᶵ／ᶷ 4 ΞスϛックNB 1.8ᶵ／ᶷ
5 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ 5 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ

˞ϓラΠマーԼঢ়گʹΑΓબ定͍ͯͩ͘͠͞ɻ ˞ϓラΠマーԼঢ়گʹΑΓબ定͍ͯͩ͘͠͞ɻ

製品規格
項目 規格値

長͞ʢmʣ 15
෯ʢᶱʣ 1000

ް͞ʢᶱʣ
不織布෦ 0.7
不織布+自着層 1.05

୯Ґ࣭ྔʢg／ὗʣ 900

Ҿு強ʢN／ᶲʣ
ͨͯ 80Ҏ্
Α͜ 52Ҏ্

৳ͼʢˋʣ
ͨͯ 50Ҏ্
Α͜ 50Ҏ্

Ҿ྾強ʢNʣ
ͨͯ 40Ҏ্
Α͜ 50Ҏ্

ʢˆʣݧࢼۂં
ͨͯ ʵ20Ҏ্
Α͜ ʵ20Ҏ্

寸法安定性ʢˋʣ
ʢ60ˆ、48̷́ ʣ

ͨͯ 0.00ʶ0.50
Α͜ 0.00ʶ0.50

製品規格

特　長
ᶃ༏Εͨʮ通気ʯʮ؇িʯ性

CAマットSB、ཪ໘ͷストラΠϓঢ়ͷ粘着ブチル層ͱポリエステル不織布ͷ
ෳ߹通気γステムʹΑΓ༏Εͨ通気性Λ༗͠·͢ɻ水Լ͔Βൃੜ͢Δ
水蒸気ͷ֦ࢄ、気Λԁ͍ߦʹ、水層ΛフクϨ͘͠ ·͢ɻ·ͨ、寸法安
定性ʹΜͩガラスクロス補強層ͱॊೈͳ不織布ͱͷ߹ͤʹΑΓ༏ΕͨԼ
ै性ʢ؇ি性ʣΛൃ͠ش·͢ɻ

ᶄ֤छ水Լͷ͕ࢪՄ
ཪ໘ͷストラΠϓブチル自着層、֤ छϓラΠマーͱͷ߹ͤʹΑΓ、֤ छ
水Լͷ͕ࢪՄͰ͢ɻॊೈͳ不織布ʹΑΓೃછΈΑ͘Լʹ着͠·
͢ɻ

ᶅ༏Εͨࢪ性
ポリエステル不織布Λϕースʹ͍ͯ͠ΔͨΊ、ܰ ྔͰӡൖऔѻ͍͕༰қʹ
े、ɻ·ͨ、ද層ͷಛघフィルム͢·͑ߦ ͳᎢ水ޮՌ͕͋Γ、ࢪதͷ߱
ӍʹӨڹΛड͚ʹ͘͘ ͕େ෯ʹΞッϓ͠·͢ɻޮࢪ、

CAマットSBのメカニズム

不織布ʹنଇతʹ͍͋ͨ݀ͷ෦、Ϩλン水͕ࡐԼʹີ着͢ΔͨΊ安定ͨ͠着ྗΛൃ͠ش·͢ɻ
ද層ʹώートϓϨスͨ͠スύンϘンυʹॊೈͳχーυルύンチ不織布ͷラϛωートͨ͠ෳ層ߏͱͳ͍ͬͯΔͨΊ、Լͷڍಈ
Λ؇িͯ͠水層ͷഁஅΛ͗·͢ɻ

Ξルϛഩʹنଇతʹ͍͋ͨ݀ͷ෦、Ϩλン水͕ࡐԼʹີ着͢ΔͨΊ、安定ͨ͠着ྗΛ༗͠·͢ɻ
Լʹ͢ΔΞルϛഩ、Լͱ着ͤͣ、࿈ଓͨ͠通気層ͱͳΓ·͢ɻ
補強布ʢポリエステルクロスʣʹ 、50ᶱִؒͰଠ͍ણҡ͕֨ࢠঢ়ʹࠐ·Ε、Ϩλン水ࡐͷ補強ͱۉҰͳްΈͷ֬อ͕
ਤΕ·͢ɻ·ͨԼʹ͢ΔΞルϛഩʹΑͬͯ、ޙࢪʹඇഁյͰްΈଌ定͑ߦ·͢ɻ

CMマットK　不織布穴あき通気緩衝シート仕様

CM通気クロス　通気層付補強布仕様

AK－20工法（平場） AK－30工法（平場）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚 工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 CMϘンυS 0.3ᶵ／ᶷ

2ᶱ

1 CMϘンυS 0.3ᶵ／ᶷ

3ᶱ

2
CMマットK
δϣΠントテーϓ

1.0N／ᶷ
1.2N／ᶷ

2 CMマットK
δϣΠントテーϓ

1.0N／ᶷ
1.2N／ᶷ

3 ΞスϛックNB্ཱΓ༻ 1.0ᶵ／ᶷ 3 ΞスϛックNB্ཱΓ༻ 1.0ᶵ／ᶷ
4 ΞスϛックNB 1.0ᶵ／ᶷ 4 ΞスϛックNB 1.6ᶵ／ᶷ
5 ΞスϛックNB 1.0ᶵ／ᶷ 5 ΞスϛックNB 1.6ᶵ／ᶷ
6 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ 6 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ

AW－20工法（平場） AW－30工法（平場）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚 工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 コスϛック・ϓラΠマー P 0.2ᶵ／ᶷ

2ᶱ

1 コスϛック・ϓラΠマー P 0.2ᶵ／ᶷ

3ᶱ

2 CM通気クロス 1.1m／ᶷ 2 CM通気クロス 1.1m／ᶷ
3 ΞスϛックNB্ཱΓ༻ 1.0ᶵ／ᶷ 3 ΞスϛックNB্ཱΓ༻ 1.0ᶵ／ᶷ
4 ΞスϛックNB 1.0ᶵ／ᶷ 4 ΞスϛックNB 1.6ᶵ／ᶷ
5 ΞスϛックNB 1.0ᶵ／ᶷ 5 ΞスϛックNB 1.6ᶵ／ᶷ
6 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ 6 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ

දɹ໘ ཪɹ໘

チΣッΧークロスʢ֨ࢠঢ়ଠࢳʣɹɹɹɹポリエステルクロス ঢ়Ξルϛഩʢඇ着෦ʣࢠ֨
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公共建築工事標準仕様

公共建築工事標準仕様
公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成31年度版より

Ϩλンゴムܥృບ水ͷछྨٴͼఔ

छผ Xʵ1 Xʵ2 Xʵ2ʢ্ཱΓʣ

ఔ 法・ྉࡐ ྔ／ʊ 法・ྉࡐ ྔ／ʊ 法・ྉࡐ ྔ／ʊ

1 着ࡎృΓ
通気؇িγートுΓʢʣ5 0.3ᶵ ϓラΠマーృΓ 0.2ᶵ ϓラΠマーృΓ 0.2ᶵ

2 Ϩλンゴムܥృບ
水ࡐృΓ ʢʣ1.ʢʣ4

3.0ᶵ

Ϩλンゴムܥృບ水ࡐ
ృΓ・補強ࡐுΓ 0.3ᶵʢʣ1 Ϩλンゴムܥృບ水ࡐ

ృΓ・補強ࡐுΓ 0.3ᶵʢʣ1

3 Ϩλンゴムܥృບ
水ࡐృΓ

Ϩλンゴムܥృບ
水ࡐృΓ ʢʣ1.ʢʣ4

2.7ᶵ

Ϩλンゴムܥృບ
水ࡐృΓ ʢʣ1.ʢʣ2.ʢʣ4

1.7ᶵ
4 ృྉృΓʢʣ6্͛ 0.2ᶵ Ϩλンゴムܥృບ

水ࡐృΓ
Ϩλンゴムܥృບ
水ࡐృΓ

5 ʵ ృྉృΓʢʣ6্͛ 0.2ᶵ ృྉృΓʢʣ6্͛ 0.2ᶵ

ฏۉృບް 3ᶱ ฏۉృບް 3ᶱ ฏۉృບް 2ᶱ

ʢʣ1.   දதͷϨλンゴムܥృບ水ࡐృΓͷ༻ྔ、ߗԽີ͕1ɽ0Mg／ὗͰ͋Δࡐྉͷ߹Λ͓ࣔͯ͠Γ、ߗԽີ͕͜ΕҎ֎ͷ߹ʹ͋ͬͯ、
ॴཁృບްΛ֬อ͢ΔΑ͏ʹ༻ྔΛ͢ࢉΔɻ

ʢʣ2.   ཱ ্Γ෦ͯ͢、छผ X-2 ͱ͠ ఔ、 3͓Αͼ 4Λʢɹʣͱ͢Δɻ
ʢʣ3.   Ϩλンゴムܥృບ水ࡐృΓʹ͍ͭͯ、1ఔ͋ͨΓͷ༻ྔΛ、ߗԽີ͕ 1ɽ0Mg／ὗͰ͋Δࡐྉͷ߹、ฏ 2.0ᶵ／ᶷ、্ཱΓ 1.2ᶵ／ᶷ

Λ্ݶͱ͠ ͯม͢ߋΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ
ʢʣ4.   Ϩλンゴムܥృບ水ࡐృΓʹ͍ͭͯ 2ճҎ্ʹׂͯ͠ృΓ͚Δɻ
ʢʣ5.   着ࡎҎ֎ʹΑΔ通気؇িγートͷு͚方法、ओࡐྉॴͷ༷ʹΑΔɻ
ʢʣ6.   ্͛ృྉͷछྨٴͼ༻ྔ、ಛهʹΑΔɻಛ͕هͳ͚Ε、༻ྔ、ओࡐྉͷॴͷ༷ʹΑΔɻ

ʬߟࢀʭΞスϛックNB༷ͷ߹

ΞスϛックͷߗԽີ

ྉ໊ࡐ ԽີʢMg／ὗʣߗ

ΞスϛックNB 1.2

ΞスϛックNB্ཱΓ༻ 1.2

͕ͨͬͯ͠、ᶷ͋ͨΓͷ༻ྔ、

ᶷ／ྔ༺ ʹ ԽີMg／ὗߗྉͷࡐॻͷྔ／ᶷʷ֤༷ඪ४ࣄஙݐڞެ

ʹ ॻͷྔ／ᶷ༷ඪ४ࣄஙݐڞެ  ̫1.2ʢΞスϛックNBฏ༻ʣ

ʹ ॻͷྔ／ᶷ༷ඪ४ࣄஙݐڞެ  ̫1.2ʢΞスϛックNB্ཱΓ༻ʣ

ͱͳΓ·͢ɻ

ABX－1工法（平場）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 コスϛック・ϓラΠマー˞ 0.2ᶵ／ᶷ

3ᶱ
2

CAマットSB 1.0m／ᶷ
ϝッγϡδϣΠントテーϓ 1.2m／ᶷ

3 ΞスϛックNB 1.8ᶵ／ᶷ
4 ΞスϛックNB 1.8ᶵ／ᶷ
5 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ

˞ϓラΠマーԼঢ়گʹΑΓબ定͍ͯͩ͘͠͞ɻ

AKX－1工法（平場）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 CMϘンυS 0.3ᶵ／ᶷ

3ᶱ

2
CMマットK 1.0m／ᶷ
δϣΠントテーϓ 1.2m／ᶷ

3 ΞスϛックNB্ཱΓ༻ 1.0ᶵ／ᶷ
4 ΞスϛックNB 1.6ᶵ／ᶷ
5 ΞスϛックNB 1.6ᶵ／ᶷ
6 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ

AX－2工法（平場）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 コスϛック・ϓラΠマー˞ 0.2ᶵ／ᶷ

3ᶱ

2 ΞスϛックNB 0.4ᶵ／ᶷ
3 CMクロス 1.1m／ᶷ
4 ΞスϛックNB 1.6ᶵ／ᶷ
5 ΞスϛックNB 1.6ᶵ／ᶷ
6 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ

˞ϓラΠマーԼঢ়گʹΑΓબ定͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ATX－2工法（立上り）
工程 使用材料 使用量 平均膜厚

1 コスϛック・ϓラΠマー˞ 0.2ᶵ／ᶷ

2ᶱ

2 ΞスϛックNB্ཱΓ༻ 0.4ᶵ／ᶷ
3 CMクロス 1.1m／ᶷ
4 ΞスϛックNB্ཱΓ༻ 1.0ᶵ／ᶷ
5 ΞスϛックNB্ཱΓ༻ 1.0ᶵ／ᶷ
6 コスϛック・トッϓUV 0.2ᶵ／ᶷ

˞ϓラΠマーԼঢ়گʹΑΓબ定͍ͯͩ͘͠͞ɻ

X－1平場仕様

X－2平場仕様

X－2立上り仕様
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露出アスファルト防水下地の場合 塩ビシート防水下地の場合

下地処理
［平場］

○トッϓコート͕͍ͯͬΔ߹着ݧࢼΛߦͳ͏ɻ
○ 着、έϨンͯ͠ఫ͠ڈ、ද໘ͷਖᆍブロΞー·ͨߴѹચড়ػͰਗ਼͢Δɻ
○ ͷ͍ͣΕ͔ͷॲཧΛ͢ΔɻهଘΞスフΝルト水層ͷΕ෦、Լط
ᶃΕ෦Λेจࣈʹ։ͯ͠、ཪ໘ΛόーφーͰᖰͬͯுΓ͚Δɻ
ᶄΕ෦Λఫͯ͠ڈέϨン、ਗ਼ޙʹΞスϛックΞンμーΛࠞ߹֧፩ͷ্ృ布͠、Ξスϛック・όルーンΛ
ɹΞスϛック NBʢฏ・্ཱΓ༻ʣʹదྔʢ̏̌ ʙ̐̌ ˋʣೖΕͯఫڈ෦ॆర͢Δɻ

［立上り］
○ έϨンਗ਼͢Δɻ、͠ڈଘΞスフΝルト水層ఫط
○ ԼʹͻͼׂΕ、ු͖͕͋Δ߹ඞཁʹԠͨ͡ॲཧΛ͢Δɻ
○ ߱ӍʹΑΔӍ水ਁೖΛ͙ͨΊ、ॲཧΛ͢Δɻ

下地処理
［平場］

○ 着、έϨンͯ͠ఫ͠ڈ、ද໘ͷਖᆍブロΞー·ͨߴѹચড়ػͰਗ਼͢Δɻ
［立上り］

○ έϨン・ਗ਼͢Δɻ、ͯ͠ڈͼԡ͑ΞンάルఫٴଘԘϏγート水ط
○コスϛック・エポフィラーͰԼ調整Λ͢Δɻ
○ ԼʹͻͼׂΕ、ු͖͕͋Δ߹ϝーΧーͱٞ͢ڠΔɻ

ྉࡐ༺ ϓラΠマー Ϩλンృບ水ࡐ トッϓコート
ฏɹ

ΞスϛックΞンμー
ΞスϛックNB

コスϛック・トッϓUV
্ཱΓ ΞスϛックNB্ཱΓ༻

˞δϣΠントॲཧΞスϛック̣̗ ্ཱΓ༻Λ༻

ྉࡐ༺ ϓラΠマー Ϩλンృບ水ࡐ トッϓコート
ฏɹ コスϛック・ϓラΠマー E ΞスϛックNB

コスϛック・トッϓUV
্ཱΓ ԼॲཧޙϓラΠマー ΞスϛックNB্ཱΓ༻

ྉࡐ༺

アスミックアンダー 2ӷԠߗԽܕΞスフΝルトϨλン

20ᶵ／setʢओ5ࡎᶵɿߗԽ15ࡎᶵʣ
ΞスフΝルトܥԼͷ着͕ྑͰ͢ɻ
࿐ग़ΞスフΝルト水層ఫ࣌ڈʹதʹృ布͢Δ͜ͱͰ、
Ծ水ޮՌ͕ಘΒΕ·͢ɻ

アスミック・バルーン ࡐࠎྔܰܗٿ

  2߸20ᶵ／ାʢཻ4.0ᶱʣ
4߸20ᶵ／ାʢཻ1.0ᶱʣ

ΞスϛックNBʢฏ・্ཱΓ༻ʣʹ 2߸30ʙ 45ˋ、
4߸20ʙ 35ˋఔࠞೖͯ͠不陸調整ʹ༻͠·͢ɻ
ൺॏ͕Ϩλンथࢷͱ͍ۙͨΊ、߱͠ʹ͍͘ࡐࠎͰ͢ɻ

アスミックNB F☆☆☆☆ 2ӷԠߗԽܕϨλンృບ水ࡐ

ࠜ༻Ϩλンゴムߴܥ強ߴܗ৳ுܗʢ1ྨچʣ
Ұൠ༻ JIS A 6021

24ᶵ／setʢओ12ࡎᶵɿߗԽ12ࡎᶵʣɹߗԽີɿ1.2

、ߴͷ強Λ༗͠ͳ͕Βܗ強ߴ ৳ுܗͷ৳ͼΛ༗͠、Թ水性ʹ༏Εͨ
Ͱ͢ɻಛ定Խֶ࣭Λશؚ͘Έ·ͤΜɻࡐՃՁͷϨλン水ߴ

アスミックNB立上り用 F☆☆☆☆ 2ӷԠߗԽܕϨλンృບ水ࡐ

ࠜ༻Ϩλンゴムߴܥ強ߴܗ৳ுܗʢ1ྨچʣ
্ཱ͕Γ༻ JIS A 6021

18ᶵ／setʢओ9ࡎᶵɿߗԽ9ࡎᶵʣɹߗԽີɿ1.2

、ߴͷ強Λ༗͠ͳ͕Βܗ強ߴ ৳ுܗͷ৳ͼΛ༗͠、Թ水性ʹ༏Εͨ
Ͱ͢ɻಛ定Խֶ࣭Λશؚ͘Έ·ͤΜɻࡐՃՁͷϨλン水ߴ

コスミック・トップUV　溶剤系 F☆☆☆☆ 2ӷԠߗԽܕΞクリルϨλンϋルスܥトッϓコート

˓ޫ্͛ 14ᶵ／setʢओ6ࡎᶵɿߗԽ8ࡎᶵʣ
ඪ४৭5৭ɿ
ラΠトάϨー、ϛントάリーン、λンブラン、
ブラン、ラΠトブラン
˞શͯडੜ࢈ͱͳΓ·͢ɻಛ৭ରԠக͠·
ͤΜɻ

トッϓコートͰ͢ɻٱߴ・ࣹߴ
、͘ߴͰӅณ性͕ܕࣹࣹߴ
ީ性ʹ༏ΕͨϨλンృບ水ࡐ༻ృྉͰ͢ɻ

ྉࡐ༺

コスミック・エポフィラー 水ܥエポΩγथܥࢷポリマーηϝントϞルλルʢബృΓʣ

   Aࡎɹ   BࡎɹɹɹCࡐ

28ᶵ／setʢA4ࡎᶵɿB4ࡎᶵɿC20ࡐᶵʣ
֤छԼͷ着͕ྑͰ͢ɻ

ϓラΠマーϨスͰϨλンృບ水͕着͠·͢ɻ

コスミック・プライマー E　弱溶剤系 F☆☆☆☆ ԘϏγート・ゴムγート・ϨλンԼ༻ϓラΠマー

1ӷ࣪気ܕϨλンϓラΠマー

14ᶵ／؈ɹඪ४ృ布ྔʢ0.1ʙ 0.15ᶵ／ᶷʣ

1.5ʙ ɹؒ࣌3 1.5ʙ ؒ࣌12

ԘϏγートͱゴムγートͱϨλンԼʹ݉༻Ͱ͖ΔϓラΠマーͰ͢ɻ
ऑ༹ࡎͷ̩XフリーλΠϓͷڥରԠࡐܕྉͰ͢ɻ

アスミックNB F☆☆☆☆ 2ӷԠߗԽܕϨλンృບ水ࡐ

ࠜ༻Ϩλンゴムߴܥ強ߴܗ৳ுܗʢ1ྨچʣ
Ұൠ༻ JIS A 6021

24ᶵ／setʢओ12ࡎᶵɿߗԽ12ࡎᶵʣɹߗԽີɿ1.2

、ߴͷ強Λ༗͠ͳ͕Βܗ強ߴ ৳ுܗͷ৳ͼΛ༗͠、Թ水性ʹ༏Εͨ
Ͱ͢ɻಛ定Խֶ࣭Λશؚ͘Έ·ͤΜɻࡐՃՁͷϨλン水ߴ

アスミックNB立上り用 F☆☆☆☆ 2ӷԠߗԽܕϨλンృບ水ࡐ

ࠜ༻Ϩλンゴムߴܥ強ߴܗ৳ுܗʢ1ྨچʣ
্ཱ͕Γ༻ JIS A 6021

18ᶵ／setʢओ9ࡎᶵɿߗԽ9ࡎᶵʣɹߗԽີɿ1.2

、ߴͷ強Λ༗͠ͳ͕Βܗ強ߴ ৳ுܗͷ৳ͼΛ༗͠、Թ水性ʹ༏Εͨ
Ͱ͢ɻಛ定Խֶ࣭Λશؚ͘Έ·ͤΜɻࡐՃՁͷϨλン水ߴ

コスミック・トップUV　溶剤系 F☆☆☆☆ 2ӷԠߗԽܕΞクリルϨλンϋルスܥトッϓコート

˓ޫ্͛ 14ᶵ／setʢओ6ࡎᶵɿߗԽ8ࡎᶵʣ
ඪ४৭5৭ɿ
ラΠトάϨー、ϛントάリーン、λンブラン、
ブラン、ラΠトブラン
˞શͯडੜ࢈ͱͳΓ·͢ɻಛ৭ରԠக͠·
ͤΜɻ

トッϓコートͰ͢ɻٱߴ・ࣹߴ
、͘ߴͰӅณ性͕ܕࣹࣹߴ
ީ性ʹ༏ΕͨϨλンృບ水ࡐ༻ృྉͰ͢ɻ

施工方法



　　24Ξスϛック⡴NB23　ํࢪ๏

施工方法

ゴムシート防水下地の場合 F R P 防水下地の場合

下地処理
［平場］

○トッϓコート͕͍ͯͬΔ߹着ݧࢼΛߦͳ͏ɻ
○ 着、έϨンͯ͠ఫ͠ڈ、ද໘ͷਖᆍブロΞー·ͨߴѹચড়ػͰਗ਼͢Δɻ

［立上り］
○ έϨン・ਗ਼͢Δɻ、ͯ͠ڈͼԡ͑Ξンάルఫٴଘゴムγート水ط
○コスϛック・エポフィラーͰԼ調整Λ͢Δɻ
○ゴムγートʹͻͼׂΕ、ු͖͕͋Δ߹ඞͣॲཧΛ͢Δɻ

下地処理
［平場］

○ ଘط FRP 水層ද層෦ΛέϨンਗ਼͠、ද໘ͷਖᆍ༹ࡎ১͖Ͱਗ਼͢Δɻ
○ ԼͷͻͼׂΕ、ු͖͕͋Δ߹ϝーΧーͱٞ͢ڠΔɻʢFRPύテͰॲཧ͕Մ͔Ͳ͏͔ʣ

［立上り］
○ ଘط FRP 水層ද層෦ΛέϨンਗ਼͠、ද໘ͷਖᆍ༹ࡎ১͖Ͱਗ਼͢Δɻ
○ ԼͷͻͼׂΕ、ු͖͕͋Δ߹ϝーΧーͱٞ͢ڠΔɻʢFRPύテͰॲཧ͕Մ͔Ͳ͏͔ʣ

ྉࡐ༺ ϓラΠマー Ϩλンృບ水ࡐ トッϓコート
ฏɹ コスϛック・ϓラΠマー E ΞスϛックNB

コスϛック・トッϓUV
্ཱΓ ԼॲཧޙϓラΠマー ΞスϛックNB্ཱΓ༻

ྉࡐ༺ ϓラΠマー Ϩλンృບ水ࡐ トッϓコート
ฏɹ

コスϛック・ϓラΠマー OR
ΞスϛックNB

コスϛック・トッϓUV
্ཱΓ ΞスϛックNB্ཱΓ༻

ྉࡐ༺

コスミック・エポフィラー 水ܥエポΩγथܥࢷポリマーηϝントϞルλルʢബృΓʣ

   Aࡎɹ   BࡎɹɹɹCࡐ

28ᶵ／setʢA4ࡎᶵɿB4ࡎᶵɿC20ࡐᶵʣ
֤छԼͷ着͕ྑͰ͢ɻ

ϓラΠマーϨスͰϨλンృບ水͕着͠·͢ɻ

コスミック・プライマー E　弱溶剤系 F☆☆☆☆ ԘϏγート・ゴムγート・ϨλンԼ༻ϓラΠマー

1ӷ࣪気ܕϨλンϓラΠマー

14ᶵ／؈ɹඪ४ృ布ྔʢ0.1ʙ 0.15ᶵ／ᶷʣ

1.5ʙ ɹؒ࣌3 1.5ʙ ؒ࣌12

ԘϏγートͱゴムγートͱϨλンԼʹ݉༻Ͱ͖ΔϓラΠマーͰ͢ɻ
ऑ༹ࡎͷ̩XフリーλΠϓͷڥରԠࡐܕྉͰ͢ɻ

アスミックNB F☆☆☆☆ 2ӷԠߗԽܕϨλンృບ水ࡐ

ࠜ༻Ϩλンゴムߴܥ強ߴܗ৳ுܗʢ1ྨچʣ
Ұൠ༻ JIS A 6021

24ᶵ／setʢओ12ࡎᶵɿߗԽ12ࡎᶵʣɹߗԽີɿ1.2

、ߴͷ強Λ༗͠ͳ͕Βܗ強ߴ ৳ுܗͷ৳ͼΛ༗͠、Թ水性ʹ༏Εͨ
Ͱ͢ɻಛ定Խֶ࣭Λશؚ͘Έ·ͤΜɻࡐՃՁͷϨλン水ߴ

アスミックNB立上り用 F☆☆☆☆ 2ӷԠߗԽܕϨλンృບ水ࡐ

ࠜ༻Ϩλンゴムߴܥ強ߴܗ৳ுܗʢ1ྨچʣ
্ཱ͕Γ༻ JIS A 6021

18ᶵ／setʢओ9ࡎᶵɿߗԽ9ࡎᶵʣɹߗԽີɿ1.2

、ߴͷ強Λ༗͠ͳ͕Βܗ強ߴ ৳ுܗͷ৳ͼΛ༗͠、Թ水性ʹ༏Εͨ
Ͱ͢ɻಛ定Խֶ࣭Λશؚ͘Έ·ͤΜɻࡐՃՁͷϨλン水ߴ

コスミック・トップUV　溶剤系 F☆☆☆☆ 2ӷԠߗԽܕΞクリルϨλンϋルスܥトッϓコート

˓ޫ্͛ 14ᶵ／setʢओ6ࡎᶵɿߗԽ8ࡎᶵʣ
ඪ४৭5৭ɿ
ラΠトάϨー、ϛントάリーン、λンブラン、
ブラン、ラΠトブラン
˞શͯडੜ࢈ͱͳΓ·͢ɻಛ৭ରԠக͠·
ͤΜɻ

トッϓコートͰ͢ɻٱߴ・ࣹߴ
、͘ߴͰӅณ性͕ܕࣹࣹߴ
ީ性ʹ༏ΕͨϨλンృບ水ࡐ༻ృྉͰ͢ɻ

ྉࡐ༺

コスミック・プライマーOR　溶剤系 FRPԼ༻ϓラΠマー

2ӷԠߗԽܕϨλン・ポリエステルෳ߹ϓラΠマー

8ᶵ／setʢओ4ࡎ ɿƫߗԽ4ࡎᶵʣɹඪ४ృ布ྔʢ0.15ʙ 0.2ᶵ／ᶷʣ

2ʙ ɹؒ࣌3 2ʙ ؒ࣌4
ԼFRPͷトッϓ͕ポリエステルܥトッϓͷ߹、ૈ͠ٴͼਗ਼Ͱ
ՄͰ͢ɻࢪ
ΞクリルϨλンܥトッϓͷ߹ݚຏ͕ඞཁͰ͢ɻ

アスミックNB F☆☆☆☆ 2ӷԠߗԽܕϨλンృບ水ࡐ

ࠜ༻Ϩλンゴムߴܥ強ߴܗ৳ுܗʢ1ྨچʣ
Ұൠ༻ JIS A 6021

24ᶵ／setʢओ12ࡎᶵɿߗԽ12ࡎᶵʣɹߗԽີɿ1.2

、ߴͷ強Λ༗͠ͳ͕Βܗ強ߴ ৳ுܗͷ৳ͼΛ༗͠、Թ水性ʹ༏Εͨ
Ͱ͢ɻಛ定Խֶ࣭Λશؚ͘Έ·ͤΜɻࡐՃՁͷϨλン水ߴ

アスミックNB立上り用 F☆☆☆☆ 2ӷԠߗԽܕϨλンృບ水ࡐ

ࠜ༻Ϩλンゴムߴܥ強ߴܗ৳ுܗʢ1ྨچʣ
্ཱ͕Γ༻ JIS A 6021

18ᶵ／setʢओ9ࡎᶵɿߗԽ9ࡎᶵʣɹߗԽີɿ1.2

、ߴͷ強Λ༗͠ͳ͕Βܗ強ߴ ৳ுܗͷ৳ͼΛ༗͠、Թ水性ʹ༏Εͨ
Ͱ͢ɻಛ定Խֶ࣭Λશؚ͘Έ·ͤΜɻࡐՃՁͷϨλン水ߴ

コスミック・トップUV　溶剤系 F☆☆☆☆ 2ӷԠߗԽܕΞクリルϨλンϋルスܥトッϓコート

˓ޫ্͛ 14ᶵ／setʢओ6ࡎᶵɿߗԽ8ࡎᶵʣ
ඪ४৭5৭ɿ
ラΠトάϨー、ϛントάリーン、λンブラン、
ブラン、ラΠトブラン
˞શͯडੜ࢈ͱͳΓ·͢ɻಛ৭ରԠக͠·
ͤΜɻ

トッϓコートͰ͢ɻٱߴ・ࣹߴ
、͘ߴͰӅณ性͕ܕࣹࣹߴ
ީ性ʹ༏ΕͨϨλンృບ水ࡐ༻ృྉͰ͢ɻ



　　26Ξスϛック⡴NB25　ํࢪ๏

施工方法

室内防水の場合

下地処理
［平場］

○ ತԜஈࠩ、έϨンαンμーͰऔΓআ͘ɻ
○ ੬ऑ෦έϨンブラγͰऔΓআ͖、ඞཁʹԠͯ͡ポリマーηϝントϞルλルͰ補म͢Δɻ
○ 1ᶱҎ্ͷԼͷͻͼׂΕ、UΧットͯ͠Ϩλン水ࡐΛॆర͢Δɻ

［立上り］
○ ತԜஈࠩ、έϨンαンμーͰऔΓআ͘ɻ
○ ੬ऑ෦έϨンブラγͰऔΓআ͖、ඞཁʹԠͯ͡ポリマーηϝントϞルλルͰ補म͢Δɻ
○ 1ᶱҎ্ͷԼͷͻͼׂΕ、UΧットͯ͠Ϩλン水ࡐΛॆర͢Δɻ
○ ग़۱αンμーͰ 3ʙ 5ᶱͷ໘औΓΛ͢Δɻ

ྉࡐ༺ ϓラΠマー Ϩλンృບ水ࡐ トッϓコート
ฏɹ

コスϛック・エコϓラΠマー
ΞスϛックNB ʕ

্ཱΓ ΞスϛックNB্ཱΓ༻ ΞスϛックϘンυ

ྉࡐ༺

コスミック・エコプライマー　水系 F☆☆☆☆ コンクリート・ϞルλルԼ༻ϓラΠマー

2ӷԠߗԽܕエポΩγϓラΠマー

16ᶵ／؈ʢओ8ࡎ ɿƫߗԽ8ࡎᶵʣɹඪ४ృ布ྔʢ0.15ʙ 0.2ᶵ／ᶷʣ

60ɹ 1.0ʙ ؒ࣌24
ແ༹ࡎλΠϓͰष気ͷڥରԠࡐܕྉͰ͢ɻ
ࣨ水ʹ࠷దͰ͢ɻ

アスミックNB F☆☆☆☆ 2ӷԠߗԽܕϨλンృບ水ࡐ

ࠜ༻Ϩλンゴムߴܥ強ߴܗ৳ுܗʢ1ྨچʣ
Ұൠ༻ JIS A 6021

24ᶵ／setʢओ12ࡎᶵɿߗԽ12ࡎᶵʣɹߗԽີɿ1.2

、ߴͷ強Λ༗͠ͳ͕Βܗ強ߴ ৳ுܗͷ৳ͼΛ༗͠、Թ水性ʹ༏Εͨ
Ͱ͢ɻಛ定Խֶ࣭Λશؚ͘Έ·ͤΜɻࡐՃՁͷϨλン水ߴ

アスミックNB立上り用 F☆☆☆☆ 2ӷԠߗԽܕϨλンృບ水ࡐ

ࠜ༻Ϩλンゴムߴܥ強ߴܗ৳ுܗʢ1ྨچʣ
্ཱ͕Γ༻ JIS A 6021

18ᶵ／setʢओ9ࡎᶵɿߗԽ9ࡎᶵʣɹߗԽີɿ1.2

、ߴͷ強Λ༗͠ͳ͕Βܗ強ߴ ৳ுܗͷ৳ͼΛ༗͠、Թ水性ʹ༏Εͨ
Ͱ͢ɻಛ定Խֶ࣭Λશؚ͘Έ·ͤΜɻࡐՃՁͷϨλン水ߴ

アスミックボンド ΠιγΞωートซ༻粘着Ξクリルथࢷ着ࡎ

ΠιγΞωートซ༻粘着Ξクリルथࢷ着ࡎ

14.7ᶵ／ setʢओ14ࡎᶵɿߗԽ0.7ࡎᶵʣ
ΞスϛックNBʹϞルλル͓ΑͼコンクリートΛ͢ࢪΔࡍʹ
ɻ͢·͠༺

一般下地条件
ΑΓҟͳΓ·͢ͷͰ、ҎԼͷ݅͋͘·Ͱ安ͱ͠·͢ɻʹگঢ়ݱ˞

下地水分
→下地は十分乾いていること。

凹凸、段差
→凹凸、段差がないこと。

○έϨン、αンμーͰऔΓআ͖、ඞཁʹԠͯ͡ポリマーηϝントϞルλルͰ補म͢Δɻ
○ Լͱऔ߹͍͕Β͔ʹͳΔΑ͏ポリマーηϝントϞルλルͰ補म͢Δɻ

脆弱部分
→脆弱部分のないこと。

○έϨン、ブラッγンάͰऔΓআ͖、ඞཁʹԠͯ͡ポリマーηϝントϞルλルͰ補म͢Δɻ

浮き、欠け
→大きな欠けの無いこと。

○ポリマーηϝントϞルλルͰ補म͢Δɻ
○ ු͖ͷͳ͍͜ͱɻ
○ ු͖෦エポΩγथࢷೖΛ͏ߦɻେ͖͍ු͖ఫͯ͠ڈथࢷϞルλルͳͲͰฏ্͛ʹΔɻ

出隅・入隅
→出隅は丸面になっていること。

○ αンμーͰؙ໘্͛ʹ͢Δ͔、·ͨ、5ᶱఔͷ໘औΓΛ͢Δɻ
○ ֯の入隅であること。

P.20 ೲ·Γਤࢀর

下地ひび割れ
→防水に支障がある大きなひび割れがないこと。

○ 1ᶱҎ্ͷͻͼׂΕ UΧットͯ͠Ϩλンృບ水ࡐΛॆర͢Δɻ2ᶱҎ্ͷ߹、補強布Λ༻͍ͯ補強
ృΓΛ͏ߦɻ

○ খ͍͞ͻͼׂΕϨλンృບ水ࡐΛࡲΓࠐΉɻ

PC目地、ALC目地、コンクリート打継目地
→防水に支障がある段差、凹凸のないこと。

○ େ͖͍ஈࠩ、ԜತαンμーͰΔ͔、ポリマーηϝントϞルλルͰຒΊΔɻ
○ খ͍͞ஈࠩ、ԜತαンμーͰΔ͔、Ϩλンృບ水ࡐΛॆర͢Δɻ
○ ີ着法Ͱେ͖͍ಈ͖͕͑ߟΒΕΔ߹、ઈԑテーϓ、ઈԑృྉΛ༻͍ͯ、ු͔͠ுΓ法、·ͨ補
強布Λ༻͍ͯ補強ృΓΛ͏ߦɻ

伸縮目地
→防水に支障がある段差、凹凸のないこと。

○ Ͱॆర͢ΔɻࡐΛͭΊ͔ͯΒ、ϨλンγーリンάࡐόックΞッϓ、ͯ͠ڈेఫࡐଘط
○ ͷԑ͔Β֎ 50ᶱҎ্·Ͱ、補強布Ͱ補強ృΓΛ͏ߦɻ
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製品紹介

ϓラΠマー

コスミック・プライマー P　溶剤系 F☆☆☆☆ コンクリート・ϞルλルԼ༻ϓラΠマー

1ӷ࣪気ߗԽܕϨλンϓラΠマー

16ᶵ／؈ɹඪ४ృ布ྔʢ0.15ʙ 0.2ᶵ／ᶷʣ

20ɹ 0.5ʙ ؒ࣌24

スλンμーυͳҰൠコンクリート・ϞルλルԼ༻
ϓラΠマーͰ͢ɻ

コスミック・エコプライマー　水系 F☆☆☆☆ コンクリート・ϞルλルԼ༻ϓラΠマー

2ӷԠߗԽܕエポΩγϓラΠマー

16ᶵ／؈ʢओ8ࡎ ɿƫߗԽ8ࡎᶵʣɹඪ४ృ布ྔʢ0.15ʙ 0.2ᶵ／ᶷʣ

60ɹ 1.0ʙ ؒ࣌24

ແ༹ࡎλΠϓͰष気ͷڥରԠࡐܕྉͰ͢ɻ
ࣨ水ʹ࠷దͰ͢ɻ

コスミック・プライマー E　弱溶剤系 F☆☆☆☆ ԘϏγート・ゴムγート・ϨλンԼ༻ϓラΠマー

1ӷ࣪気ܕϨλンϓラΠマー

14ᶵ／؈ɹඪ४ృ布ྔʢ0.1ʙ 0.15ᶵ／ᶷʣ

1.5ʙ ɹؒ࣌3 1.5ʙ ؒ࣌12

ԘϏγートͱゴムγートͱϨλンԼʹ݉༻Ͱ͖ΔϓラΠマーͰ͢ɻ
ऑ༹ࡎͷ̩XフリーλΠϓͷڥରԠࡐܕྉͰ͢ɻ

コスミック・プライマー OR　溶剤系 FRPԼ༻ϓラΠマー

2ӷԠߗԽܕϨλン・ポリエステルෳ߹ϓラΠマー

8ᶵ／setʢओ4ࡎ ɿƫߗԽ4ࡎᶵʣɹඪ४ృ布ྔʢ0.15ʙ 0.2ᶵ／ᶷʣ

2ʙ ɹؒ࣌3 2ʙ ؒ࣌4

ԼFRPͷトッϓ͕ポリエステルܥトッϓͷ߹、ૈ͠ٴͼਗ਼Ͱ
ՄͰ͢ɻࢪ
ΞクリルϨλンܥトッϓͷ߹ݚຏ͕ඞཁͰ͢ɻ

Լ調整ࡐ

コスミック・エポフィラー 水ܥエポΩγथܥࢷポリマーηϝントϞルλルʢബృΓʣ

28ᶵ／setʢA4ࡎᶵɿB4ࡎᶵɿC20ࡐᶵʣ
֤छԼͷ着͕ྑͰ͢ɻ
ϓラΠマーϨスͰϨλンృບ水͕着͠·͢ɻ

アスミックアンダー 2ӷԠߗԽܕΞスフΝルトϨλン

20ᶵ／setʢओ5ࡎᶵɿߗԽ15ࡎᶵʣ
ΞスフΝルトܥԼͷ着͕ྑͰ͢ɻ
࿐ग़ΞスフΝルト水層ఫ࣌ڈʹதʹృ布͢Δ͜ͱͰ、
Ծ水ޮՌ͕ಘΒΕ·͢ɻ

水ࡐ

アスミックNB F☆☆☆☆ 2ӷԠߗԽܕϨλンృບ水ࡐ

ࠜ༻Ϩλンゴムߴܥ強ߴܗ৳ுܗʢ1ྨچʣ
Ұൠ༻ JIS A 6021

24ᶵ／setʢओ12ࡎᶵɿߗԽ12ࡎᶵʣɹߗԽີɿ1.2

、ߴͷ強Λ༗͠ͳ͕Βܗ強ߴ ৳ுܗͷ৳ͼΛ༗͠、Թ水性ʹ༏Εͨߴ
ՃՁͷϨλン水ࡐͰ͢ɻಛ定Խֶ࣭Λશؚ͘Έ·ͤΜɻ

アスミックNB立上り用 F☆☆☆☆ 2ӷԠߗԽܕϨλンృບ水ࡐ

ࠜ༻Ϩλンゴムߴܥ強ߴܗ৳ுܗʢ1ྨچʣ
্ཱ͕Γ༻ JIS A 6021

18ᶵ／setʢओ9ࡎᶵɿߗԽ9ࡎᶵʣɹߗԽີɿ1.2

、ߴͷ強Λ༗͠ͳ͕Βܗ強ߴ ৳ுܗͷ৳ͼΛ༗͠、Թ水性ʹ༏Εͨߴ
ՃՁͷϨλン水ࡐͰ͢ɻಛ定Խֶ࣭Λશؚ͘Έ·ͤΜɻ

FˑˑˑˑɿϗルムΞルσώυ֦ࢄڃɹ ɿࢦ৮ס૩࣌ ʢؒ／ 24ˆʣ ɿదృΓؒ ʢִؒ࣌ʣ

AࡎɹɹBࡎɹɹɹCࡐ

トッϓコート

コスミック・トップUV　溶剤系 F☆☆☆☆ 2ӷԠߗԽܕΞクリルϨλンϋルスܥトッϓコート

˓ޫ্͛ 14ᶵ／setʢओ6ࡎᶵɿߗԽ8ࡎᶵʣ
ඪ४৭5৭ɿ
ラΠトάϨー、ϛントάリーン、λンブラン、
ブラン、ラΠトブラン
˞શͯडੜ࢈ͱͳΓ·͢ɻಛ৭ରԠக͠·
ͤΜɻ

トッϓコートͰ͢ɻٱߴ・ࣹߴ
、͘ߴͰӅณ性͕ܕࣹࣹߴ
ީ性ʹ༏ΕͨϨλンృບ水ࡐ༻ృྉͰ͢ɻ

通気؇িγートʢ通気クロスʣ

CAマットSB ポリエステル不織布粘着ブチルゴム自着層ストラΠϓՃ通気؇িγート

̫ ෯1.0m֨ن 長͞15m／ຊ
ॏྔ13ᶵ／ຊ
ポリエステル不織布ͷγートͱ粘着ブチルゴムͷ自着層͔Β
े、͞ΕΔ通気؇িγートͰ͢ɻද໘ͷಛघフィルムʹߏ ͳ
Ꭲ水ޮՌ͕͋Γ、ࢪதͷ߱ӍʹӨڹΛड͚ʹ͘͘ ͳ͍ͬͯ·͢ɻ
֤छϓラΠマーΛృ布ͨ͠ԼʹࢴܕΛണ͕ͯ͠షΓ·͢ɻ

CMマットK ポリエステル不織布ෳ߹͖݀͋通気؇িγート

̫ ෯1.0m֨ن 長͞25m／ຊ
ॏྔ8ᶵ／ຊ
ポリエステル不織布ͷ͖݀͋通気؇িγートͰ͢ɻ
݀ͷ։͍ͨ෦ͰϨλン水ࡐͱԼ͕ີ着͢ΔͨΊ、
安定ͨ͠着ྗ͕ಘΒΕ·͢ɻ

CM通気クロス ͖݀͋Ξルϛഩラϛωートポリエステルクロス

̫ ෯1.0m֨ن 長͞50m／ຊ
ॏྔ6ᶵ／ຊ
Ξルϛഩʹنଇత͍͋ͨ݀ͷ෦Ͱ
Ϩλン水͕ࡐԼʹີ着͠、
ঢ়ͷΞルϛഩͷ෦Ͱ通気ͤ͞Δ粘着補強布Ͱ͢ɻࢠ֨
ʦඇഁյບްࠪݕରԠʧ
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製品紹介

補強布

CMクロス 水層補強༻ガラスクロス

̫ ෯1.04m֨ن 長͞100m／ຊ
ॏྔ5ᶵ／ຊ

CMクロスソフト 水層補強༻ポリエステルクロス

̫ ෯1.02m֨ن 長͞100m／ຊ
ॏྔ6ᶵ／ຊ

CMチェッカークロス 水層補強༻ポリエステルクロス

̫ ෯1.02m֨ن 長͞50m／ຊ
ॏྔ3ᶵ／ຊ
ポリエステルクロスʹ֨ࢠঢ়ʹଠ͕͋ࢳΓ、
ଠࢳΛফ͢͜ͱͰృບްͷ安ͱͳΓ·͢ɻ

δϣΠントテーϓ

メッシュジョイントテープ ಛघフィルムʢதԝ෦ʣラϛ粘着ガラスクロス

ר／෯100ᶱʷ長͞50m֨ن

CMジョイントテープ Ϩλンコーティンάポリエステル粘着テーϓ

ר／෯50ᶱʷ長͞50m֨ن

テーϓ

CMメッシュテープ 粘着ガラスクロス

ר／෯100ᶱʷ長͞50m֨ن

CA端末テープ ブチルゴム粘着テーϓ

ר／෯100ᶱʷ長͞25m֨ن

気ஔ

ステンレスベントN ステンϨス෦着ࣜ気

ฏઃஔ༻Ͱ͢ɻ50ʙ 100ᶷʹҰՕॴઃஔ͠·͢ɻ

ശ／ݸ2

CMウォールベント ステンϨス気ஔ

ೖ۱ʹઃஔͯ͠ύラϖット͔Β気͠·͢ɻ
50ʙ 100ᶷʹҰՕॴઃஔ͠·͢ɻ

ശ／ݸ5

トッϓコート༻ఴՃࡎ

CM骨材 γリΧόルーン

500g／ା
֤छトッϓコート1ηットʹରͯ͠250gΛࠞೖޙ、
֧፩ͯ͠༻͠·͢ɻ

着ࡎ

CMボンドS ҰӷܕクロロϓϨンथࢷ着ࡎ

15ᶵ／؈

CMマットKͷு͚ʹ࣌༻͠ ·͢ɻ

Ϩλン／Ϟルλル層ؒ着ࡎ

アスミックボンド ΠιγΞωートซ༻粘着Ξクリルथࢷ着ࡎ

  14.7ᶵ／ setʢओ14ࡎᶵɿߗԽ0.7ࡎᶵʣ
ΞスϛックNBʹϞルλル͓ΑͼコンクリートΛ͢ࢪΔࡍʹ
ɻ͢·͠༺
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製品紹介

Ϩλンృບ水ߗ༺ࡐԽଅਐࡎ

CM硬化促進剤 ۚଐ৮ഔ

1ᶵ／؈
17ᶵ／؈

Ϩλンృບ水ࡐͷߗԽΛૣΊΔʹࡍ༻͠·͢ɻ
ɻ͍ͩͯ͘͞͠༺ର͠0.5ˋҎԼͰʹࡎԽߗ

Ϩλンృບ水ࡐྔ૿༺ࡐ

アスミック・バルーン ࡐࠎྔܰܗٿ

2߸20ᶵ／ାʢཻ4.0ᶱʣ
4߸20ᶵ／ାʢཻ1.0ᶱʣ

ΞスϛックNBʢฏ・্ཱΓ༻ʣʹ 2߸30ʙ 45ˋ、
4߸20ʙ 35ˋఔࠞೖͯ͠不陸調整ʹ༻͠·͢ɻ
ൺॏ͕Ϩλンथࢷͱ͍ۙͨΊ、߱͠ʹ͍͘ࡐࠎͰ͢ɻ

৳ॖॲཧࡐ

NSJ－34 ൃ๐ࡐࠎೖΓΞクリルथࢷポリマーηϝントϞルλル

34ᶵ／ setʢA4ࡎᶵɿB10ࡐᶵɿC20ࡐᶵʣ
ԡ͑コンクリート্͛ͷ৳ॖվम༻ͷॆరࡐͰ͢ɻ
ԡ͑コンクリートͷʹΑΔுऩॖʹରͯ͠、ฏ性Λอͪ·͢ɻ

  Aࡎ    Bࡐɹ   Cࡐ

アスミックNB をご採用いただいたお客様へ

アスミック NB 各工法はウレタン樹脂を主とした防水システムです。
ウレタン樹脂は防水工事施工時には液状ですが、化学反応により一定時間経過後に弾性に富んだゴム状のウレタン
塗膜防水層となります。
『防水工事施工中』『ご使用時』『維持管理』についてお願い申し上げます。

■防水工事施工中のお願い
○ 水ࣄͷݱࢪ、ࡐྉԾઃͷࡐࢿஔݥةͰ͢ͷͰཱͪೖΒͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ
○ Εͳ͍ष気͕ൃੜ͢Δ߹͋ΔͨΊ、水׳ΛؚΉͷ͋Γ·͢ɻࡎ༹ػͷதʹ༗ࡎྉચড়ࡐ༺
ɻ͢·͍͠ئΛ͓ྗڠ気ͱͷ৮Λආ͚ΔΑ͏͝֎ۀ࡞த૭ΛดΊΔ、Ͱ͖Δ͚ͩࢪࣄ

○Ϩλンృບ水ࡐ্͛ృྉ、ޙࢪ、性͕ൃ͢ݱΔ·ͰҰ定ؒ࣌ͷཆੜ͕ඞཁͰ͢ɻ
○ Γ͠ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻͨ͠ߦ૩લʹϨλンృບ水層ʹ水Λ͜΅ͨ͠Γ、ॏྔΛͤͨΓ、าס・Խߗ

■ご使用時のお願い

■維持管理メンテナンスのお願い
○ 水ཷΓͷൃੜଽ・Λੜ͞ͳ͍Α͏ʹ、ଆߔ・υϨンपลʹͨ·ͬͨރ༿࠭、定ظతʹऔΓআ͍ͯ
͍ͩ͘͞ɻ

○ 水層ͷ・ഉ水υϨンपล、ຖʹݕΛ࣮͠ࢪ、ҟৗ͕͋ͬͨ߹͝૬ஊ͍ͩ͘͞ɻ
○ 水層ͷ্͛ృྉʹ͍ͭͯ、定ظతͳృΓସ͑Λ͓קΊ͠·͢ɻࣾ·ͨࣄΛͨ͠水ऀۀࢪ
ґཔ͍ͯͩ͘͠͞ɻʢ༗ঈʣ

使用上の注意事項と維持管理のお願い
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Լ調整ࡐ

コスϛック・エポフィラー 28ᶵ／ set
ʢAɿ4ᶵ・Bɿ4ᶵ・Cɿ20ᶵʣ

水ܥエポΩγथܥࢷ
ポリマーηϝントϞルλル ֤छԼ着݉ࡐԼ調整ࡐ

ΞスϛックΞンμー 20ᶵ／ set
ʢओ5ᶵ・15ߗᶵʣ 2ӷԠߗԽܕΞスフΝルトϨλン ΞスフΝルトܥԼ着݉ࡐԼ

調整ࡐ

ॲཧࡐ NSJʵ34 34ᶵ／ set
ʢAɿ4ᶵ・Bɿ10ᶵ・Cɿ20ᶵʣ ൃ๐ࡐࠎ߹Ϟルλル ԡ͑コンクリート৳ॖվम༻

ॆరࡐ

Ϩλンృບ水ࡐ
ʢ2ܗ手ృλΠϓʣ

ΞスϛックNB 24ᶵ／ set
ʢओ12ᶵ・12ߗᶵʣ 2ӷԠߗԽܕΧラーϨλン

JIS A 6021 ࠜ༻ృບ水ࡐ
1ྨʣچʢܗு৳ߴ・ܗ強ߴ

ΧラーϨλンʢάϨーʣ
Ұൠ༻

ΞスϛックNB্ཱΓ༻ 18ᶵ／ set
ʢओ9ᶵ・9ߗᶵʣ

ΧラーϨλンʢάϨーʣ
্ཱΓ༻

Ϩλンృບ水ࡐ
ଅਐࡎ CMߗԽଅਐࡎ 1ᶵ／17・؈ᶵ／؈ ۚଐ৮ഔ ΞスϛックNBߗԽଅਐࡎ

ϓラΠマー

コスϛック・ϓラΠマー P 16ᶵ／؈ 1ӷ࣪気ߗԽܕϨλンथࢷ コンクリート、
ϞルλルԼ༻ϓラΠマー

コスϛック・エコϓラΠマー 16ᶵ／ setʢओ8ᶵ・8ߗᶵʣ
ϓラスチックϖール؈ 水2ܥӷԠߗԽܕエポΩγथࢷ コンクリート、ϞルλルԼ༻

ϓラΠマーʢष気ʣ

コスϛック・ϓラΠマー E 14ᶵ／؈ ऑ༹1ܕࡎӷ࣪気ߗԽܕϨλンथࢷ ԘϏγート、ゴムγート、
ϨλンԼ༻層ؒϓラΠマー

コスϛック・ϓラΠマー OR 8ᶵ／ setʢओ4ᶵ・4ߗᶵʣ 2ӷԠߗԽܕϨλン・
ポリエステルෳ߹थࢷ FRPԼ༻ϓラΠマー

コスϛック・ϓラΠマー EP 12ᶵ／ setʢओ6ᶵ・6ߗᶵʣ 2ӷԠߗԽܕエポΩγथࢷ コンクリート、Ϟルλルٴͼ
ۚଐԼ༻ϓラΠマー

トッϓコート コスϛック・トッϓUV 14ᶵ／ set
ʢओ6ᶵ・8ߗᶵʣ 2ӷԠߗԽܕΞクリルϨλンथࢷ

ޫߴ、্ࣹࣹ͛λΠϓ
ඪ४৭ʢラΠトάϨー、ϛントά
リーン、λンブラン、ブラン、
ラΠトブランͷΈʣ

トッϓコート༻
ఴՃࡎ CMࡐࠎ 500g／ା ແܥػಛघதۭόルーン トッϓコートૈ໘ࡐࠎ༺্͛

着ࡎ CMϘンυS 15ᶵ／؈ 1ӷܕクロロϓϨンܥ着ࡎ CMマットK着༻

Ϩλン／Ϟルλル
層ؒ着ࡎ ΞスϛックϘンυ 14.7ᶵ／ set

ʢओ14ᶵ・0.7ߗᶵʣ ΠιγΞωートซ༻粘着Ξクリルथࢷ Ϟルλル・コンクリート্༻

Ϩλンथࡐྔ૿ࢷ Ξスϛック・όルーン 2߸20ᶵ／ାʢཻ4.0ᶱʣ
4߸20ᶵ／ାʢཻ1.0ᶱʣ ࡐࠎྔܰܗٿ Ϩλンथࢷ不陸調整༻ॆరࡐ

ྨ ໊ ՙ࢟ छྨ ༻్

通気؇িγート

CAマットSB ෯1.0m ̫ 長͞15m／ຊ ポリエステル不織布粘着ブチルγート 自着層通気؇িγート

CMマットK ෯1.0m ̫ 長͞25m／ຊ ポリエステル不織布ෳ߹γート 不織布͖݀͋通気؇িγート

通気性補強布 CM通気クロス ෯1.0m ̫ 長͞50m／ຊ ͖݀͋Ξルϛഩラϛωート
ポリエステルクロス ີ着ซ༻通気؇িγート

補強ࡐ

CMクロス ෯1.04m ̫ 長͞100m／ຊ ガラスણҡクロス 水層補強ࡐ

CMクロスιフト ෯1.02m ̫ 長͞100m／ຊ ポリエステルણҡクロス 水層補強ࡐʢ্ཱΓ・༻ʣ

CMチΣッΧークロス ෯1.02m ̫ 長͞50m／ຊ ポリエステルણҡクロス
ʢ֨ࢠঢ়ଠࢳೖΓʣ 水層補強ࡐʢບްཧ༻ʣ

δϣΠントテーϓ

ϝッγϡδϣΠントテーϓ ෯100ᶱʷ長͞50m／ຊ ಛघフィルムʢதԝ෦ʣ
ラϛ粘着ガラスクロス CAマットSB༻δϣΠントテーϓ

CMδϣΠントテーϓ ෯50ᶱʷ長͞50m／ຊ 粘着ガラスクロス CMマットK༻δϣΠントテーϓ

テーϓ

CMϝッγϡテーϓ ෯100ᶱʷ長͞50m／ຊ 粘着ガラスクロス

CAマットSB、
CMマットK༻テーϓ

CAテーϓ ෯100ᶱʷ長͞25m／ຊ 粘着ブチルܥテーϓ

気

ステンϨスϕントN ݸ 2 /ശ ステンϨス෦着ࣜ ฏઃஔλΠϓ

CMΥールϕント ݸ 5 /ശ ステンϨスύラϖット気ࣜ ೖ۱ઃஔλΠϓ

製品一覧




